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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月5日(2020.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態と、非特別状態に比べて特殊状態に制御される頻度が高
い特別状態と、に制御可能な遊技機であって、
　前記特別状態として、第１特別状態と、前記第１特別状態よりも有利度が高い第２特別
状態と、を備え、
　前記第１特別状態において前記有利状態に制御されることなく所定回数の可変表示が実
行されたことにもとづいて、前記第１特別状態から前記第２特別状態に移行させることが
可能であり、
　前記第１特別状態においては、前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出が実
行されて前記有利状態に制御されるよりも、前記示唆演出が実行されることなく前記有利
状態に制御される割合が高く、
　前記有利状態に制御すると決定可能な決定手段と、
　前記決定手段による決定前に前記有利状態に制御されると判定可能な判定手段と、をさ
らに備え、
　前記示唆演出は、前記判定手段による判定結果にもとづいて、複数回の可変表示に亘っ
て実行される
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（Ａ）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有利
状態と、非特別状態に比べて特殊状態に制御される頻度が高い特別状態と、に制御可能な
遊技機であって、特別状態として、第１特別状態と、第１特別状態よりも有利度が高い第
２特別状態と、を備え、第１特別状態において有利状態に制御されることなく所定回数の
可変表示が実行されたことにもとづいて、第１特別状態から第２特別状態に移行させるこ
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とが可能であり、第１特別状態においては、有利状態に制御されることを示唆する示唆演
出が実行されて有利状態に制御されるよりも、示唆演出が実行されることなく有利状態に
制御される割合が高く、有利状態に制御すると決定可能な決定手段と、決定手段による決
定前に有利状態に制御されると判定可能な判定手段と、をさらに備え、示唆演出は、判定
手段による判定結果にもとづいて、複数回の可変表示に亘って実行されることを特徴とす
る。
　そのような構成によれば、遊技興趣の低下を抑えることができる。
　（１）上記目的を達成するため、他の遊技機は、遊技者にとって有利な有利状態（例え
ば、大当り遊技状態）と、非特別状態（例えば、非ＫＴ状態）に比べて特殊状態（例えば
、小当り遊技状態）に制御される頻度が高い特別状態（例えば、ＫＴ状態）とに制御可能
な遊技機であって、特別状態として、第１特別状態（例えば、第１ＫＴ状態）と、第１特
別状態よりも有利度が高い第２特別状態（例えば、第２ＫＴ状態）とを備え、第１特別状
態において有利状態に制御されることなく所定回数の可変表示が実行されたことにもとづ
いて、第１特別状態から第２特別状態に移行させることが可能であり（例えば、第１ＫＴ
状態Ａ，Ｂにおいて４０、６５または９０回の変動表示回数を実行して第１移行条件が成
立すると、第１ＫＴ状態から第２ＫＴ状態に移行する。図８－２３参照）、第１特別状態
においては、有利状態に制御されることを示唆する示唆演出（例えば、先読み予告演出や
予告演出）が実行されて有利状態に制御されるよりも、示唆演出が実行されることなく有
利状態に制御される割合が高い（例えば、第１ＫＴ状態Ａ，Ｂにおいては、入賞時判定結
果が大当りのときに、保留予告演出について「実行あり」よりも「実行なし」と決定する
割合の方が高い。図８－３２（Ａ），（Ｂ）参照）ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、遊技興趣の低下を抑えることができる。
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